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わ

が

ま

右

再

発

見

囲

練
馬
大
根
と
伝
説
の
地
を
訪
ね
て

子育地蔵（早宮3－42）

五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
練
馬
駅
北
口
の
練
馬

文
化
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
横
に
集
合
し
ま
し

た
。
参
加
は
、
6
才
か
ら
8
1
才
ま
で
の
老
若
男

女
7
2
人
。
講
師
は
、
郷
土
史
研
究
家
の
桑
島
新

一
氏
と
園
川
章
氏
の
2
名
。
参
加
者
は
2
班
に

分
か
れ
て
、
文
化
財
を
巡
り
ま
し
た
。

（
コ
ー
ス
）
白
山
神
社
1
栗
山
（
開
進
第
2
中

学
校
）
↓
堰
ば
あ
さ
ん
の
伝
説
地
1
早
宮
の
屋

敷
森
（
内
田
家
）
1
子
膏
地
蔵
1
本
寿
院
↓
白

蛇
・
黒
蛇
伝
説
地
1
一
里
塚
子
育
地
蔵
・
又
六

庚
申
塔
1
愛
染
院
1
練
馬
大
根
碑

白
山
神
社
で
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
大
ケ

ヤ
キ
を
見
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
源
義
家
の
奉

納
伝
説
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
は
、

老
化
現
象
の
た
め
に
倒
れ
か
け
て
い
て
、
現
在

対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
寿
院
で
は
、
住
職
が
長
年
に
わ
た
り
収
集

さ
れ
た
民
俗
資
料
等
が
資
料
室
に
展
示
さ
れ
て

い
て
、
特
別
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
収
集
品
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
の
大

砲
や
、
筒
型
の
電
気
洗
濯
機
、
氷
を
入
れ
る
冷
蔵

庫
な
ど
、
珍
し
い
物
や
な
つ
か
し
い
物
が
あ

り
ま
し
た
。

愛
染
院
の
参
道
に
は
、
か
つ
て
練
馬
の
主
要

な
産
物
で
あ
っ
た
練
馬
大
根
の
記
念
碑
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
碑
は
、
昭
和
1
5
年
（
1
9
4
0
）

に
、
練
馬
漬
物
組
合
を
始
め
と
す
る
有
志
、
町

会
の
皆
さ
ん
が
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
基
壇

に
は
多
数
の
沢
庵
溝
の
重
石
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
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ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2年（1990）7月第8号

変
化
の
激
し
い
地
域
の
中
で
〃
‥

文
化
財
保
護
推
進
員

鈴
木
　
曹
元

私
は
、
故
松
本
龍
雄
先
生
の
後
を
引
継
い
で

文
化
財
保
護
推
進
員
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
は

旧
下
練
馬
一
帯
（
北
町
・
錦
・
氷
川
台
・
平
和

台
・
早
宮
・
桜
台
・
練
馬
・
栄
町
・
羽
沢
）
と

い
う
広
い
地
域
で
す
の
で
、
亀
井
邦
彦
推
進
員

と
の
2
名
で
文
化
財
の
巡
回
な
ど
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
は
、
区
部
で
も
比
較
的
良
好
な
住
宅

地
で
し
た
。
し
か
し
、
私
の
住
ん
で
い
る
区
東

部
の
一
帯
は
、
戦
後
か
ら
、
幹
線
道
路
の
交
通

量
が
増
加
し
始
め
、
河
川
の
汚
濁
が
進
み
ド
ブ

川
と
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
下
水
道

の
設
置
、
道
路
構
造
、
沿
道
環
境
な
ど
を
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
2
5
年
頃
か
ら
地
蔵
尊
、
庚
申
塔
、
神
社
等

の
移
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
が
知
る
だ
け
で

も
、
次
の
様
な
移
動
や
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

①
光
伝
寺
に
あ
る
地
蔵
尊
は
、
桜
台
1
－
2
9
－

2
2
か
ら
移
動
。
②
荘
厳
寺
、
山
門
の
か
た
わ
ら

の
庚
申
塔
2
基
は
、
昭
和
4
0
年
ま
で
は
羽
沢
2

ー
1
－
5
に
あ
り
ま
し
た
。
③
御
岳
神
社
は
、

昭
和
40
年
に
桜
台
2
・
2
9
・
1
5
に
移
動
。
④
羽

沢
2
－
1
－
1
3
の
（
ゆ
う
す
い
）
池
は
、
子
供

の
事
故
な
ど
も
あ
り
、
昭
和
5
8
年
1
0
月
新
桜
台

駅
の
開
業
に
合
わ
せ
て
、
上
を
お
お
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

石
造
物
や
両
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
名

や
道
の
名
前
さ
え
も
、
時
代
に
よ
り
変
化
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
元
で
「
正
久
保
通
り
」

と
言
わ
れ
て
い
る
道
は
、
現
在
は
新
桜
台
駅
か

ら
正
久
保
橋
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
同

じ
通
り
が
、
か
つ
て
は
「
埼
玉
通
り
」
（
牛
込
、

目
白
、
下
町
か
ら
白
子
、
埼
玉
へ
）
あ
る
い
は

「
高
田
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
埼
玉
通
り
」
　
（
あ
る
い
は
「
埼
玉
道
」
）
は
、

一
時
期
は
練
馬
か
ら
豊
島
園
、
春
日
町
、
成
増
、

埼
玉
へ
と
い
う
ル
ー
ト
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
の
方
に
目
を
向
け
れ
ば
、
今
は

殆
ん
ど
何
も
棲
息
し
て
い
な
い
石
神
井
川
に
も
、

昭
和
3
0
年
頃
ま
で
は
種
々
の
動
植
物
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
に
変
化
の
急
で
あ
っ
た
桜

台
周
辺
地
域
の
中
で
、
自
分
な
り
に
郷
土
の
歴

史
や
自
然
に
つ
い
て
研
究
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
回
は
郷
土
の
む
か
し
の
姿
を

あ
き
ら
か
に
す
る
作
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
栄

町
、
羽
沢
、
桜
台
と
そ
の
周
辺
の
、
子
供
の
遊

び
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
主
な
遊
び
場
を
、
地

図
中
に
左
の
番
号
で
示
し
て
み
ま
し
た
。

文
化
財
講
座
　
第
1
回

今
回
の
文
化
財
講
座
は
、
「
練
馬
の
緑
・
武

蔵
野
の
林
」
を
テ
ー
マ
に
、
郷
土
に
残
し
て
ゆ

く
文
化
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
、
み
ど
り
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
講
師
は
、
自
然
観
察
指
導
員

埼
玉
連
絡
会
会
長
の
田
村
説
三
氏
。
（
元
県
立

川
越
女
子
高
等
学
校
校
長
）

①
％
（
水
）
　
区
立
婦
人
会
館
　
視
聴
覚
室

○
講
義
　
武
蔵
野
の
自
然

○
写
真
展
示
　
武
蔵
野
台
地
の
そ
の
上
で

参
加
4
7
名
〔
応
募
は
名
か
ら
抽
選
〕

②
％
（
木
）
野
火
止
用
水
、
三
芳
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
、
多
福
寺
境
内
の
雑
木
林

自
然
系
の
文
化
財
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
取
扱
っ
て
こ

2

三芳町・多福寺境内の雑木林

な
か
っ
た
企
画

で
す
が
、
ベ
テ

ラ
ン
の
講
師
と

い
う
こ
と
で
、

参
加
者
か
ら
は

「
講
師
の
人
選

が
良
い
で
す
ね

…
」
　
と
お
ほ
め

の
言
葉
を
い
た

だ
く
ほ
ど
で
し

た
。
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昭和20年までの子供の遊び

聞き取りなどによる調査（鈴木曹元）

①
（
野
原
）
タ
コ
あ
げ
、
ト
ン
ボ
と
り
、
竹
ト

ン
ボ
、
竹
馬
、
相
撲
、
戦
争
ご
っ
こ
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
。
②
（
商
店
う
ら
）
ベ
ー
ゴ
マ
、
ビ

ー
玉
。
（
商
店
通
路
）
石
け
り
、
ケ
ン
ダ
マ
、

ナ
ワ
ト
ビ
、
メ
ン
コ
、
鬼
ご
っ
こ
、
羽
根
つ
き
、

馬
跳
び
、
ロ
ー
セ
キ
遊
び
。
③
（
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
）
花
火
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
。

④
（
稲
荷
神
社
）
3
の
日
が
縁
日
。
当
時
の
小

遣
い
は
1
0
銭
が
相
場
。
⑤
（
浅
間
神
社
）
　
（
セ

ン
ゲ
ン
サ
マ
）
富
士
山
登
り
（
裏
山
登
り
と
も
）

か
く
れ
ん
ぼ
。
⑥
（
畑
。
田
ん
ぼ
）
メ
ダ
カ
、

ハ
ヤ
、
フ
ナ
、
ク
チ
ボ
ソ
、
蛙
、
水
ス
マ
シ
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
螢
、
蝉
と
り
。
⑦
（
正
久
保
橋
）

水
泳
、
魚
釣
り
。
大
雨
で
豊
島
園
か
ら
鯉
な
ど

が
逃
げ
、
田
の
畔
で
鯉
釣
り
が
で
き
ま
し
た
。

⑧
水
泳
。
⑨
（
氷
川
神
社
）
お
祭
り
。
⑲
（
御

浜
井
戸
）
タ
ニ
シ
、
ミ
ズ
ス
マ
シ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
、
螢
、
ト
ン
ボ
、
ヨ
シ
キ
リ
、
蛙
、
ド
ジ
ョ

ウ
、
ウ
ナ
ギ
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
と
り
。
⑪
（
水

車
）
当
時
は
ま
だ
米
つ
き
、
粉
ひ
き
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

野
原
や
街
中
の
遊
び
に
は
、
次
の
様
な
も
の

を
造
っ
た
り
買
っ
た
り
し
て
使
い
ま
し
た
。

竹
ト
ン
ボ
、
竹
馬
、
吹
き
矢
、
竹
ス
キ
、
水
鉄
砲
、
弓
矢
、
パ
チ
ン
コ

（
木
の
二
又
利
用
）
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
タ
コ
、
ゴ
ム
動
力
の
飛
行
機

戦
車
、
メ
ン
コ
、
ベ
イ
ゴ
マ
、
ト
ン
ボ
取
り
器

こ
れ
ま
で
も
私
を
お
導
き
下
さ
り
、
今
後
も

お
教
え
い
た
だ
く
島
野
伝
五
郎
先
生
、
栄
町
、

羽
沢
、
桜
台
の
皆
様
方
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

を
捧
げ
る
も
の
で
す
。

亜
滋
童
顔
塵
滋
亜
車
扱
塵
坐
滋
童
顔
滋
滋
塵
滋
塾
童
顔
鶴
亜
車
扱
車
扱
該
車
扱
塾
童
滋
塾
車
扱
亜
坐
童
顔
滋
亜
並
塾
車
扱
塾
童
顔
童
車
扱
塾
滋
亜
滋
童
顔
塾
滋
坐
亜
童
顔
塾
坐
塾
塾

郷
土
資
料
室
で
は
、
6
月
1
6
日
（
土
）
、
1
7
日

（
日
）
、
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
「
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
の
観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ホ
タ
ル
は
、
職
月
が
餌
の
カ
ワ
ニ
ナ

ぐ
り
蛸
と
な
り
ま
す
。
6
月
に
入
る
と
羽
化
し

て
飛
び
立
つ
の
で
す
。

「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
観
察
会
」
に
は
、
約
千
1
0
0
名

の
来
観
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
は
良
好
な

㈱
㈱
㈱
㈱
㈱
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
群
舞
㈱
㈱
㈱
㈱
㈱

（
淡
水
産
の
巻
貝
の
一
種
。
か
つ
て
は
用
水
路
や

小
川
に
多
く
棲
ん
で
い
た
）
　
の
養
殖
か
ら
は
じ

め
て
、
手
造
り
の
飼
育
場
で
育
て
て
い
る
も
の

で
す
。
幼
虫
は
、
ふ
化
し
て
か
ら
約
1
年
間
水

中
で
す
ご
し
、
4
月
中
旬
に
上
陸
、
地
中
に
も

自
然
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
来
観
し
た
方
々

が
、
羽
化
し
て
わ
ず
か
2
週
間
の
短
い
生
命
を

精
一
杯
輝
や
か
せ
て
い
る
ホ
タ
ル
を
見
て
、
自

然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
考
え
て
下
さ
る
よ
う
、

担
当
者
は
願
っ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
で
は
、
白
子
川
水
系
の
東
大
泉
二
丁

目
に
あ
る
八
の
釜
憩
い
の
森
で
、
自
然
の
中
に

ホ
タ
ル
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。郷

土
資
料
室
の
南
側
、
石
神
井
農
協
本
店
横

に
か
か
る
橋
の
名
前
を
、
螢
（
ほ
た
る
）
橋
と

言
い
ま
す
。
石
神
井
川
の
川
辺
に
ホ
タ
ル
が
群

舞
し
た
の
は
、
い
っ
た
い
い
つ
の
頃
ま
で
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
（
三
宝
寺
池
で
は
、
昭
和

2
0
年
代
に
水
質
の
悪
化
な
ど
生
息
環
境
の
破
壊

が
進
み
始
め
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
）

3



平成2年（1990）7月第8号　ねりまの文化財

6
月
1
4
・
1
5
の
両
日
、
郷
土
資
料
室
で
、
区
登

録
文
化
財
加
藤
家
文
書
（
加
藤
喜
八
氏
所
蔵
、
土

支
田
四
丁
目
）
　
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

区
教
育
委
員
会
か
ら
、
柴
辻
俊
六
氏
（
練
馬
古
文

書
研
究
会
顧
問
）
が
委
託
を
受
け
、
当
会
会
員
が

実
施
し
た
も
の
で
、
会
員
延
べ
2
0
名
が
携
わ
っ
た
。

寛
政
3
年
（
1
7
9
1
）
か
ら
昭
和
ま
で
、
2
0
0

年
に
わ
た
る
古
文
書
2
3
0
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

文
書
は
一
点
ず
つ
表
題
・
内
容
・
年
代
を
確
認
す

る
。
さ
ら
に
形
態
・
数
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
カ
ー

ド
化
す
る
。
原
文
書
は
補
修
を
加
、
え
、
大
小
の
角

封
筒
に
収
納
整
理
、
カ
ー
ド
と
対
照
し
て
年
代
順

に
一
連
番
号
を
付
け
る
。
そ
の
間
、
数
人
の
眼
で

確
認
が
な
さ
れ
、
完
全
を
期
し
た
。
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
後
欠
、
前
欠
の
文
書
が
同
一
長
状
の
前
後
で

あ
っ
て
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。

な
お
、
日
録
作
成
に
数
日
を
要
し
た
。

練
馬
古
文
書
研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
『
妙
福

寺
文
書
集
』
　
『
小
島
家
文
書
目
録
』
　
（
以
上
登
轡

指
定
文
化
財
）
、
『
下
練
馬
村
内
田
家
文
書
』
の

編
集
・
刊
行
を
手
か
け
、
確
か
な
実
積
を
か
さ
ね

て
い
る
。
（
練
馬
古
文
書
研
究
会
委
員
　
桑
島
新
二

正
∴
∵
∵
∴
∴
㍉

が
、
6
月
1
7
日
終
了
し
ま
し
た
。
延
べ
7
0
日
間

の
来
観
者
は
、
中
学
生
以
上
千
5
1
9
人
、
小
学
生

以
下
千
1
7
2
人
、
計
2
千
6
9
1
人
で
し
た
。

左
の
文
化
財
日
誌
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

埋
蔵
文
化
財
関
係
の
動
き
が
活
発
で
す
。

こ
の
日
誌
に
登
場
し
な
い
　
「
相
談
」
　
「
届
出
」

な
ど
が
多
数
あ
り
、
そ
の
う
え
現
在
進
行
中
の

大
規
模
発
掘
調
査
も
あ
り
ま
す
。
個
人
住
宅
な

ど
の
、
調
査
費
用
の
負
担
が
困
難
な
も
の
に
は
、

国
や
都
の
補
助
金
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
〃
‥

＝

文

化

財

日

誌

＝

（
平
成
2
年
4
月
1
日
～
6
月
3
0
日
）

（
4
月
）

1
0
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
大
泉
町
三
丁
目
）

1
7
日
、
1
9
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
大
泉
町
三
、

四
丁
目
）

（
5
月
）

1
日
　
練
馬
区
遺
跡
調
査
会
役
員
会
、
東
京
外

か
く
環
状
道
路
練
馬
地
区
遺
跡
調
査
会

役
員
会

埋
蔵
文
化
財
立
会
（
富
士
見
台
四
丁
目
）

1
1
日

（
旭
町
三
丁
目
）

1
2
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
小
竹
町
二
丁
目
）

1
8
日
（
東
大
泉
二
丁
目
）

2
0
日
春
の
史
跡
散
歩

23
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
関
町
北
三
丁
目
）

2
4
日
（
東
大
泉
四
丁
目
）

2
5
日
～
2
6
日
全
国
民
俗
芸
能
保
存
振
興
市
町

村
連
盟
総
会
（
三
浦
市
）

2
8
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
向
山
三
丁
目
）

3
1
日
（
石
神
井
町
五
丁
目
）

（
6
月
）

1
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
関
町
北
三
丁
目
）

4
日
〃
発
掘
調
査
（
早
宮
一
丁
目
）

5
日
文
化
財
保
護
推
進
員
会

6
日
～
7
日
文
化
財
講
座
（
第
一
回
）

9
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
豊
玉
南
三
丁
目
）

1
1
日
文
化
財
調
査
尾
張
殿
鷹
場
碑

1
2
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
東
大
泉
七
丁
目
）

1
2
日
～
1
3
日
、
1
5
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
大

泉
町
三
、
四
丁
目
）

1
3
日
～
2
9
日
古
文
書
委
託
調
査

16
日
～
1
7
日
ホ
タ
ル
観
察
会
郷
土
資
料
室

1
8
日
文
化
財
保
護
審
議
会

2
2
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
富
士
見
台
四
丁
目
）

2
7
日
（
旭
町
三
丁
目
）

2
8
日
～
9
月
末
日
（
予
定
）
東
早
淵
遺
跡
発

掘
調
査
（
早
宮
一
丁
目
）
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